
第3回 川内川水害に強い地域づくり推進協議会

アクションプログラム策定の経緯
（第5回幹事会を含む）

平成２1年３月５日（木）

推進協議会資料－1



アクションプログラム作成のスケジュール（案）

１２月 ２月 ４月 ６月 ８月 10月 1２月 ２月 4月 10月 4月 10月

1 洪水ハザードマップの作成支援

2 避難計画・施策の再検討

3 災害時要援護者の避難対策の立案

4 水害時住民行動マニュアルの作成 ◎

5 地域孤立化防止対策の検討

6 水害危険性の認識向上・防災用語等の習得 ◎

7 浸水地区の土地利用規制等の検討

8 浸水に強い建築構造導入の検討

9
河川沿川における従前の
遊水機能確保に関する対策の検討

10 わかりやすく精度の高い情報提供

11 地区コミュニティの活用 ◎

12 水防情報の一元化

13
避難準備情報・勧告・指示の
発令基準の再検討

14 収集情報の発令判断への活用

15 水防資機材の備蓄・効率的活用 ◎

16 重要水防箇所の情報提供

17
ボランティアの受け入れ体制、
業界団体との協力体制の確立

18
消防団等との連携による
各家庭での浸水軽減活動

◎

水害に強い地域づく
りの効率的推進

19 水害に強い地域づくり推進協議会の設置

◎

避難計画の
充実

水害の危険性に
関する認識向上

本会
議事事項

主な出来事

会議の設置

水防・救助体制の
強化

洪水時の
情報提供・
伝達機能の

向上

避難準備情報・勧
告・指示発令の迅

速化

アクションプログラムの冊子作成

H21年度 H22年度
基本方針 番号 具体的施策

H20年度

激特終了
Ｈ22年度

大口市・菱刈町
合併（H20.11）

幹
準

報

協

報 報

協幹

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

幹
協

幹
協

協
幹

第2回幹事会検討

注2）　　準備会を「準」、推進協議会を「協」、幹事会を「幹」、委員会への報告会を「報」と表現している。

注1） 第3回幹事会検討 第4回幹事会検討 第5回幹事会検討

幹

第6回幹事会検討

幹 幹
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推進協議会・幹事会の開催スケジュール（案）

第１回　（平成２０年３月５日）

第１回　（平成２０年３月５日） 第２回　（平成２０年７月８日） 第３回　（平成２０年９月３日） 第４回　（平成２０年１１月１１日）
検討項目（６項目） 検討項目（２項目） 検討項目（４項目）

 ①洪水ハザードマップの作成支援 　③災害時要援護者の避難対策の立案 　⑤地域孤立化防止対策の検討

 ②避難計画・施策の再検討
　⑰ボランティアの受け入れ体制、
　　         業界団体との協力体制の確立

　⑦浸水地区の土地利用規制等の検討

 ⑩わかりやすく精度の高い情報提供 　⑧浸水に強い建築構造導入の検討

 ⑫水防情報の一元化
　⑨河川沿川における従前の
　　 遊水機能確保に関する対策の検討

 ⑬避難準備情報・勧告・指示の
　　                       発令基準の再検討

 ⑭収集情報の発令判断への活用

第２回　（平成２０年１１月１７日） 第３回　（平成２１年３月５日）

第５回　（平成２１年１月２３日） 第６回　（平成２１年２月１０日）
検討項目（６項目）

　④水害時住民行動マニュアルの作成

　⑥水害危険性の認識向上・
　　                       防災用語等の習得

　⑪地区コミュニティの活用

　⑱消防団等との連携による
　　             各家庭での浸水軽減活動

　⑮水防資機材の備蓄・効率的活用

　⑯重要水防箇所の情報提供

第２・３・４回幹事会での
検討内容について確認

アクションプログラム

川内川水系水害に強い
地域づくり委員会への報告

・第５回幹事会での検討内容につい
て確認

・アクションプログラム

平成２０年度　川内川水害に強い地
域づくりアクションプログラム報告会

（平成２１年３月５日）

幹事会

協議会

幹事会 幹事会 幹事会

幹事会

協議会

各アクションプログラムをまとめて実施することでより良い効果が得られるものをひとまとめして実施する

幹事会

協議会
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幹事会資料－1

川　内　川　水　害　に　強　い　地　域　づ　く　り

ア　ク　シ　ョ　ン　プ　ロ　グ　ラ　ム　（　案　）
（ 第 ５ 回 幹 事 会 ）

平　成　２１　年　１　月　２３　日

１２月 ２月 ４月 ６月 ８月 10月 1２月 ２月

1 洪水ハザードマップの作成支援

2 避難計画・施策の再検討

3 災害時要援護者の避難対策の立案

4 水害時住民行動マニュアルの作成 ◎

5 地域孤立化防止対策の検討

6 水害危険性の認識向上・防災用語等の習得 ◎

7 浸水地区の土地利用規制等の検討

8 浸水に強い建築構造導入の検討

9
河川沿川における従前の
遊水機能確保に関する対策の検討

10 わかりやすく精度の高い情報提供

11 地区コミュニティの活用 ◎

12 水防情報の一元化

13
避難準備情報・勧告・指示の
発令基準の再検討

14 収集情報の発令判断への活用

15 水防資機材の備蓄・効率的活用 ◎

16 重要水防箇所の情報提供 ◎

17
ボランティアの受け入れ体制、
業界団体との協力体制の確立

18
消防団等との連携による
各家庭での浸水軽減活動

◎

水害に強い地域づく
入りの効率的推進

19 水害に強い地域づくり推進協議会の設置

水害の危険性に
関する認識向上

水防・救助体制の
強化

洪水時の
情報提供・
伝達機能の

向上

避難準備情報・勧
告・指示発令の迅

速化

検討事項

アクションプログラム（案）
作成のスケジュール

基本方針 番号 具体的施策
平成19年度 H20年度

避難計画の
充実
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H18.7以前
（水害以前）

H20.12末
（現在）

H20年度 H21年度 H22年度 激特終了後

薩摩川内市 - - -

さつま町 - -

旧大口市 - -

旧菱刈町 - - -

湧水町 - - -

えびの市 - -

薩摩川内市 -

さつま町 -

旧大口市 -

旧菱刈町 -

湧水町 -

えびの市

鹿児島県

宮崎県

薩摩川内市

さつま町 -

旧大口市 -

旧菱刈町 -

湧水町 -

えびの市

鹿児島県

宮崎県

注） ：プログラムが機能する段階にあるもの、もしくは、既に機能しているもの ：継続による効果増を期待するもの

：実施に向けて前向きに準備をしているもの、実施前提で準備しているもの ：実施可能性を探っているもの

・市民サポーター研修会（薩摩川内
市）を開催する。

・県、市町が主催する防災訓練及び
講座を実施する。

-

6

水
害
危
険
性
の
認
識
向
上
・
防
災
用
語
等
の
習
得 〈16〉

職場、自治会・自主防災組織等
で地域防災講座の開催、地域防
災訓練等の実施

〈15〉
出前講座制度等の活用、教材等
の開発・提供

【アクションプログラム（案）進捗管理表】

対応策（案） 備　　　考
実施に当たっての留意点と考え方、

特筆すべき事項
施策
番号

実施年・実施予定年
　　　

【-：未実施】

-

地域住民自らの手による水害時
住民行動マニュアルの作成

〈11〉

-

・鹿児島県防災研修センターによる
出前講座を活用する。

・宮崎県県民防災教室を開催する。

・「水害から身を守るために」防災用
語説明パンフを活用する。

・市町による出前講座を実施する。

・全市町において募集し、募集に応じた
自治会・校区(全市町）において出前講
座としてマイ洪水ハザードマップ及び水
害時住民行動マニュアルを作成する。そ
の後、全域へ展開する。

-

- -

4

水
害
時
住
民
行
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成

流域市町名アクションプログラム（案）
プロ

グラム
番号

具体的
施策名

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

市出前講座

町出前講座

県出前講座

町出前講座

市出前講座

県出前講座

県民防災教室

県出前講座

総合防災訓練

総合防災訓練

総合防災訓練

総合防災訓練

自主防災訓練

県総合防災訓練

県総合防災訓練

防災の日訓練

自助 ・ 共助

公　助

マニュアル作成予定

マニュアル作成予定

福祉避難誘導マニュアル作成予定

わが地区の福祉マップ作成

募集

募集

実施予定

実施予定

募集 実施予定

募集 実施予定

募集 実施予定

実施済み

マニュアル作成予定

マニュアル作成予定
実施済み
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H18.7以前
（水害以前）

H20.12末
（現在）

H20年度 H21年度 H22年度 激特終了後

薩摩川内市

さつま町

旧大口市

旧菱刈町

湧水町

えびの市

鹿児島県

宮崎県

川内川河川

薩摩川内市

さつま町

旧大口市 -

旧菱刈町 -

湧水町

えびの市

鹿児島県

宮崎県

川内川河川

注） ：プログラムが機能する段階にあるもの、もしくは、既に機能しているもの ：継続による効果増を期待するもの

：実施に向けて前向きに準備をしているもの、実施前提で準備しているもの ：実施可能性を探っているもの

-

・毎年１回以上は水防工法の訓練・学習
を行う。

・県の水防計画書・HP、水防・洪水予
報連絡会、重要水防箇所合同巡視
等を通して重要水防箇所情報を提供
している。

・H20.4から川内川河川事務所HPで
空撮写真を合わせて情報提供し、さ
らに見やすく、理解しやすくしている。

・防災教育の場などで活用していく。

・一般住民の方々に河道の持つリスクを
理解してもらうためにも重要水防箇所の
PRを積極的に行う。

・水防演習を毎年開催し、水防工法
の普及に努めている。

・重要水防箇所調書に最適工法を記
載する。

16

重
要
水
防
箇
所
の
情
報
提
供

〈32〉 重要水防箇所の情報提供

〈33〉
重要水防箇所に適した水防工法
の訓練・学習

11

地
区
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
の
活
用

〈24〉

自治会や自主防災組織単位で
の避難行動（自治会や自主防災
組織単位での水防訓練や防災
教育）

18

消
防
職
員
等
と
の
連
携
に

よ
る
各
家
庭
で
の
浸
水
軽

減
活
動

〈36〉
湧水町

旧菱刈町

--

・自治会、自主防災組織が関わって、
防災教育・訓練を実施した場合に「実
施済み」とする。

・消防・警察等の防災のプロが関
わって、防災教育・訓練を実施するこ
とが望ましい。

具体的
施策名

流域市町名

薩摩川内市

さつま町

えびの市

【アクションプログラム（案）進捗管理表】

対応策（案） 備　　　考
実施に当たっての留意点と考え方、

特筆すべき事項
施策
番号

実施年・実施予定年
　　　

【-：未実施】プロ
グラム
番号

消防職員等のアドバイスの下で
自治会・自主防災組織を中心と
した各家庭での浸水被害軽減活
動のための教育・体験学習

アクションプログラム（案）

旧大口市

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

自助 ・ 共助

自主防災組織訓練

自主防災組織訓練

自主防災組織訓練

自主防災組織訓練

自主防災組織訓練

自主防災組織訓練

提供済み

提供済み

提供済み

提供済み

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

提供済み

提供済み

提供済み

提供済み

提供済み

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

実施済み

改良済み
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H18.7以前
（水害以前）

H20.12末
（現在）

H20年度 H21年度 H22年度 激特終了後

薩摩川内市

さつま町

旧大口市 - -

旧菱刈町 - -

湧水町

えびの市

鹿児島県

宮崎県

薩摩川内市 -

さつま町 -

旧大口市 - -

旧菱刈町 - -

湧水町 - -

えびの市

鹿児島県 -

宮崎県

川内川河川

注） ：プログラムが機能する段階にあるもの、もしくは、既に機能しているもの ：継続による効果増を期待するもの

：実施に向けて前向きに準備をしているもの、実施前提で準備しているもの ：実施可能性を探っているもの

・水害時に市町所管の水防資機材が不
足した場合には、県 ・国にて補完する。

15

〈31〉

水防資機材の広域的利用体制
の確立

（水害時）

水
防
資
機
材
の
備
蓄
・
効
率
的
活
用

備　　　考
実施に当たっての留意点と考え方、

特筆すべき事項

〈30〉
水防資機材の十分な備蓄

（水害前）

・地区によっては、平成18年7月22日
出水規模になると、水防団は避難優
先となるため、水防資機材の利用は
ほとんどない。

・市町としては、既往の水防資機材を
補充する形で量的充足を図ることが
現実的である。

-

・鹿児島県及び県内各市町間の災害
時相互応援協定（H19.6）締結済みで
ある。

・防災ステーションは整備済みであ
る。

・九州地方整備局内の災害対策用機
械機器等の応援体制も確立済みで
ある。

・資機材の使用分を把握し、計画的に水
防資機材の充足を図る。

・（財）自治総合センター等のコミュニティ
助成事業を活用（窓口は県）する。

【アクションプログラム（案）進捗管理表】

施策
番号

実施年・実施予定年
　　　

【-：未実施】

流域市町名アクションプログラム（案）
プロ

グラム
番号

具体的
施策名

対応策（案）

確立済み

確立済み

備蓄済み

備蓄済み

確立済み

確立済み

確立済み

確立済み

備蓄強化

確立済み

備蓄支援

一部備蓄済み

一部備蓄済み

備蓄済み

鹿児島県及び県内各市町間の災害時相互応援協定

鹿児島県及び県内各市町間の災害時相互応援協定

鹿児島県及び県内各市町間の災害時相互応援協定

鹿児島県及び県内各市町間の災害時相互応援協定

鹿児島県及び県内各市町間の災害時相互応援協定

鹿児島県及び県内各市町間の災害時相互応援協定

宮崎県市町村防災相互応援協定

宮崎県市町村防災相互応援協定

九州地方整備局管内災害対策用機械機器等の応援体制

平成18年7月洪水に
対応できる備蓄目標
を十分とする

一部備蓄済み 備蓄済み

確立済み

確立済み

備蓄済み

備蓄支援

備蓄済み
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アクションプログラム成果

出前講座等の場で作成

　　　『④　水害時住民行動マニュアルの作成（１）』

＜１１＞地域住民自らの手による水害時住民行動マニュアルの作成

「地域住民自らの手による水害時住民行動マニュアル」につながる動きとして、旧大口市諏訪馬場公民会の自主防災訓練の訓練次第他資料を紹介する。そして、これらの動きと「マイ洪水ハザードマップ」の作成を合わせて
出前講座等でより水害に強い地域づくりを進めていくための流れを紹介する。

水害に備えるための基礎知識

自主防災組織の連絡網 災害時要援護者支援体制

水害時行動
を踏まえた
連絡体制の
構築

災害時要援
護者支援を
踏まえた体
制づくり

これらの情報を集約して
水害時住民行動マニュアルとして整理・作成

○○公民館
水害時住民行動

マニュアル

＋

個人、あるいは、自主防災組織単位の視点
からのマイ洪水ハザードマップの作成

基
礎
知
識

の
習
得
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アクションプログラム成果

　　　『④　水害時住民行動マニュアルの作成（２）』

図-1　各市町の自主防災組織率の変化

図-3　マイ洪水ハザードマップの作成過程

7.22水害以後、各市町で自主防災組織率が増加傾向にある（図-1）。特に、薩摩川内市やさつま町の下流域で今まで低かった自主防災組織率が急増しており、大水害によって地域住民自身の防災意識が向上しているだけ
でなく、各市町行政サイドの出前講座や防災訓練等による地域への働きかけが地域防災力の向上に役立っている。

このような流れを踏まえ、更に、水害に強い地域づくりを効率的・効果的に実現していくために、マイ洪水ハザードマップの作成に取り組む予定である。（図-3）。マイ洪水ハザードマップ作成にあたっては、水害時の円滑な避
難を誘うという実用面だけでなく、危険箇所等の情報を整理し地域住民の防災意識の向上を育むと共に、地域情報を共有することにより地域コミュニティの活性化を狙うものである。この結果、図-2にも示す自主防災組織の
活動も活発になることが期待される。

図-2　各市町の自主防災組織延べ活動数

注）上記2つのグラフは各市町に届け出があった活動のみ整理

マイ洪水ハザードマップ
の作成

地域の集まり
の中でマップを作成

地域情報の共有
（危険個所、災害時要援護者等）

マップ作成の過程で
住民の方々の
防災意識向上

水害時の早期避難

地域防災力の向上 地区コミュニティの活性化

マイ洪水ハザードマップを作成しませんか＜出前講座＞

目 的

平常時：地区コミュニティを活用して、地域防災力を高めるため

水害時：早期避難など、水害時の対応を促進するため

効 果

作成手順例

ハザードマップっ
てこんな感じ

マイ洪水ハザードマップは、市町
から提供される洪水ハザードマッ
プをベースに、あなたの家と避難
場所を結ぶ避難経路について、
避難時に想定される危険箇所や
支障となる事項を整理し、これを
自主防災組織・個人単位でマップ
として作成するものです。 マイ洪水ハザードマップ作成イメージ（えびの市DIG実施風景）

事前説明 マイ洪水ハザードマップ作成 開始 危険箇所、災害時要援護者等の
地域情報を共有し、
マイ洪水ハザードマップ完成

ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

現地調査

既往洪水の発生状況や洪水ハザード
マップに関する説明を行う。また、今後
のスケジュールについても確認。

洪水ハザードマップをベースに避難時の
危険個所や支障となる事項を整理し、マ
イ洪水ハザードマップ（案）を作成。

前回検討結果をベースに現地調査を
行い情報精度向上。現場で気づいた
事をマップに書き込む。

現地調査の結果をマイ洪水ハザード
マップに反映。作成したマップを使って
今後の水防活動に関して討議。あわ
せて住民行動マニュアル（案）を作成。

スケジュール例 8月中7月中6月中5月中

■薩摩川内市、さつま町、伊佐市、湧水町、えびの市 ■鹿児島県 ■宮崎県
■国土交通省川内川河川事務所川内川水害に強い地域づくり推進協議会

マイ洪水ハザードマップ
の作成

地域の集まり
の中でマップを作成

地域情報の共有
（危険個所、災害時要援護者等）

マップ作成の過程で
住民の方々の
防災意識向上

水害時の早期避難

地域防災力の向上 地区コミュニティの活性化

マイ洪水ハザードマップを作成しませんか＜出前講座＞

目 的

平常時：地区コミュニティを活用して、地域防災力を高めるため

水害時：早期避難など、水害時の対応を促進するため

効 果

作成手順例

ハザードマップっ
てこんな感じ

マイ洪水ハザードマップは、市町
から提供される洪水ハザードマッ
プをベースに、あなたの家と避難
場所を結ぶ避難経路について、
避難時に想定される危険箇所や
支障となる事項を整理し、これを
自主防災組織・個人単位でマップ
として作成するものです。 マイ洪水ハザードマップ作成イメージ（えびの市DIG実施風景）

事前説明 マイ洪水ハザードマップ作成 開始 危険箇所、災害時要援護者等の
地域情報を共有し、
マイ洪水ハザードマップ完成

ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

現地調査

既往洪水の発生状況や洪水ハザード
マップに関する説明を行う。また、今後
のスケジュールについても確認。

洪水ハザードマップをベースに避難時の
危険個所や支障となる事項を整理し、マ
イ洪水ハザードマップ（案）を作成。

前回検討結果をベースに現地調査を
行い情報精度向上。現場で気づいた
事をマップに書き込む。

現地調査の結果をマイ洪水ハザード
マップに反映。作成したマップを使って
今後の水防活動に関して討議。あわ
せて住民行動マニュアル（案）を作成。

スケジュール例 8月中7月中6月中5月中スケジュール例 8月中7月中6月中5月中

■薩摩川内市、さつま町、伊佐市、湧水町、えびの市 ■鹿児島県 ■宮崎県
■国土交通省川内川河川事務所川内川水害に強い地域づくり推進協議会
■薩摩川内市、さつま町、伊佐市、湧水町、えびの市 ■鹿児島県 ■宮崎県
■国土交通省川内川河川事務所川内川水害に強い地域づくり推進協議会

注1)薩摩川内市は消防局指導の自主防災訓練含む
注2)さつま町は消防局による出前講座活動含む
注3）旧大口市、および旧菱刈町は消防組合関係の訓練及び講
習会を含む
注4)えびの市は消防署指導の自主防災訓練含む
注5）H18.7以前とあるが、H18年度扱いとしている市町もある
注6）述べ活動回数は自治体内のコミュニティ・自治会等の数に
左右される

各市町の自主防災組織率

0

20

40

60

80

100

120

薩摩川内市 さつま町 旧大口市 旧菱刈町 湧水町 えびの市

自
主

防
災

組
織

率
（
％

）

H18.7以前

H19年度

H20年度

各市町の自主防災組織延べ活動数

0

50

100

150

200

250

薩摩川内市 さつま町 旧大口市 旧菱刈町 湧水町 えびの市

延
べ

活
動

数

H18.7以前

H19年度

H20年度

参考資料-2



アクションプログラム成果

　　　『⑥　水害危険性の認識向上・防災用語等の習得（１）』

薩摩川内市

旧菱刈町 えびの市

さつま町 旧大口市

湧水町

＜１５＞出前講座制度等の活用、教材等の開発・提供

【平成20年7月6日　旧大口市総合防災訓練における
災害図上訓練（DIG)】

【平成20年8月8日　出前講座資料（目次と中身抜粋）】

【平成20年6月25日　広橋公民会防災研修会資料】
※写真は別の機会の時のもの

【平成20年2月17日　町出前講座】【平成20年7月20日　消火器取り扱い訓練】

【平成20年6月26日　出前講
座（可愛地区）】

【平成20年8月31日　出前講座（月見団地）】
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アクションプログラム成果

　　　『⑥　水害危険性の認識向上・防災用語等の習得（２）』

各市町の出前講座の実施状況表（H20年以降の実施状況を整理）

＜１５＞出前講座制度等の活用、教材等の開発・提供

旧大口市 旧菱刈町

講座名
自主防災組織の結

成と運営
自主防災組織の結

成と運営
東町公民会防災研修会 広橋公民会防災研修会 虎居町サロン防災研修会

災害図上訓練
（DIG）

消火器
取扱訓練

救命救急訓練 炊き出し訓練
えびの市政
出前講座

DIG訓練

開催日 平成20年6月26日 平成20年8月29日 H20年6月12日 平成20年6月25日 平成20年6月23日 平成20年7月6日 平成20年7月20日 平成20年2月17日 平成20年2月17日 平成20年8月8日 平成20年12月18日

開催時間 19：00～20：00 19：00～20：00 18：30～ 19：00～ 18：30～ 13：00～16：00 6:00～7:00 9：00～12：00 9：00～12：00 １0：00～12：00 19：00～21：00

開催場所 可愛地区コミセン みささぎ自治会 若草集会所 広橋公民館 虎居地区公民館
大口ふれあいセン

ター
- 防災訓練会場 防災訓練会場

文化センター
視聴覚室

上大河平小学校

対象者 地区全自治会長 自治会役員 住民 住民 住民
消防団幹部及びコ
ミュニティ協議会防
災担当者

- 全住民 全住民
えびの市

長寿社会学習会
上大河平地区
自主防災組織

参加人数 ４４名 ２１名 ３０名 ３０名 ２０名 約100名 - 50名 50名 ３０名 ２４名

講座内容

組織の結成と運営
自主防災組織の必
要性
自主防災組織の活
動のあり方・実例
結成後の訓練活動
等

組織の結成と運営
自主防災組織の必
要性
自主防災組織の活
動のあり方・実例
結成後の訓練活動
等

広橋公民会資料と
ほとんど内容は同
じ

別紙添付資料
（広橋公民会）

広橋公民会資料と
ほとんど内容は同
じ

各コミュニティ協議
会が指定する会場
に集合し、鹿児島
県防災研修セン
ターから講師を招
いて、災害図上訓
練を実施。

町防災訓練の際に
消火器取扱い訓練
を実施。

町総合防災訓練に
合わせ，鹿児島県
防災研修センター
により救急救命訓
練の実施。

町総合防災訓練に
合わせ，町社会福
祉協議会・食生活
改善推進員により
非常食の炊き出し
訓練の実施。

えびの市の災害対
策、防災気象情報
についての講座を
行った。

地震が発生したと
き自分が行うべき
行動とは何か、必
要なものは、取り決
め事項は、また地
域の弱い点、強い
点は何かを考えて
いただいた。

湧水町 えびの市薩摩川内市 さつま町
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アクションプログラム成果

　　　『⑥　水害危険性の認識向上・防災用語等の習得（３）』

薩摩川内市

旧菱刈町 えびの市

さつま町 旧大口市

湧水町

＜１６＞職場、自治会・自主防災組織等で地域防災講座の開催、地域防災訓練等の実施

【平成19年7月20日　旧菱刈町防災訓練】

【平成20年7月6日　旧大口市総合防災訓練】
【平成20年5月31日　薩摩川内市総合防災訓練　】

【平成20年6月29日　さつま町総合防災訓練　】

【平成20年2月17日　湧水町総合防災訓練】 【平成20年5月17日　えびの市総合防災訓練】
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アクションプログラム成果

　　　『⑯　重要水防箇所の情報提供』

＜３２＞重要水防箇所の情報提供 ＜３３＞重要水防箇所に適した水防工法の訓練・学習

現在、重要水防箇所の確認方法は以下の2つである。
①川内川河川事務所のHP上でPDFファイルを確認する。
②各市町の水防計画書で確認する。

地域住民の方々がもっと簡単に重要水防箇所を確認できるように重要水防箇所の位置図と重要水防
箇所の設定理由、選択すべき水防工法が連動した情報を提供する。

【H19.5.13　川内川水防演習（下流地区）】

　毎年、川内川流域内市町の持ち回りで水防演習を開催し、水害時対応の一つとして水防工法の訓
練・学習を行うと共に、流域市町、河川管理者、自衛隊の連携による水防活動体制の強化に努めて
いる。毎年、市町、県、土木事務所、消防署、警察署、

自衛隊等と川内川河川事務所が出水期前に合
同巡視を行い、水防意識の高揚を図ると共に、
重要水防区域や重要水防構造物の現状把握を
行っている。

（１）重要水防箇所合同巡視の実施

（２）重要水防箇所情報の提供
【重要水防箇所の合同巡視】

開催年 開催場所

H17 薩摩川内市

H18 大口市

H19 さつま町

H20 菱刈町（水難事故発生のため中止）

H21（予定） 薩摩川内市
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アクションプログラム成果

　　　『⑪　地区コミュニティの活用、⑱消防職員等との連携による各家庭での浸水軽減活動（１）』

薩摩川内市

旧菱刈町 えびの市

さつま町 旧大口市

湧水町

＜２４＞自治会や自主防災組織単位での避難行動（自治会や自主防災組織単位での水防訓練や防災教育）

＜３６＞消防職員等のアドバイスの下で自治会・自主防災組織を中心とした各家庭での浸水被害軽減活動のための教育・体験学習

＜２４＞と＜３６＞の違いは組織だった学習・訓練の中に専門家が入っているかどうかの違いである。

【平成20年12月18日　DIG演習（上大河平小学校）】

【平成20年6月20日　本俣地区自主防災訓練】

【平成19年7月20日　旧菱刈町防災訓練】 【平成20年2月17日　湧水町総合防災訓練（防災訓練会場）】

【平成20年6月29日　さつま町総合防災訓練】
【平成20年7月6日　曽木地区自主防災訓練】

【平成20年7月6日
　平出水地区

自主防災訓練】
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アクションプログラム成果

　　　『⑪　地区コミュニティの活用、⑱消防職員等との連携による各家庭での浸水軽減活動（２）』

＜２４＞自治会や自主防災組織単位での避難行動（自治会や自主防災組織単位での水防訓練や防災教育）

＜３６＞消防職員等のアドバイスの下で自治会・自主防災組織を中心とした各家庭での浸水被害軽減活動のための教育・体験学習

＜２４＞と＜３６＞の違いは組織だった学習・訓練の中に専門家が入っているかどうかの違いである。

自主防災組織単位の避難訓練実施状況（Ｈ20年以降の実施状況を整理）

年月日 平成20年6月20日 平成20年7月21日 平成20年8月31日 平成20年3月 平成20年6月1日 平成20年6月29日 平成20年6月19日 平成20年6月27日 平成20年7月6日 平成20年7月13日 平成20年7月15日

活動時間 14：30～16：00 8：00～10：30 8：00～10：00 － － － － － － － －

開催場所 本俣自治公民館 平佐東地区 月見団地自治会館 － － 各地
公民会グランド

ゴルフ場
－ － － －

地区名 藤川地区 平佐東地区 川内地区 さくら
吉川
南川

各公民館・
公民会

上向中 虎居大角 下川口
紫尾下
別野

栗野

参加人数 ４１名 ８０名 ８０名 ４０名
１０名（吉川）
９２名（南川）

約２５００名 ９３名 ６名 ３１名
６０名（紫）
１７名（別）

１５名

活動概要

避難訓練・通報訓練・
避難（訓練）放送・消火
訓練・災害復旧状況報
告・炊き出し訓練（ア
ルファ米）

避難訓練

初期消火訓練（水消火
器）
応急担架作成
応急処置訓練

危険箇所点検、災害
時要援護者把握

危険箇所点検、要援
護者把握、情報伝達
訓練（吉川）

危険箇所点検、避難
訓練、防災研修（南
川）

情報伝達訓練、避難
訓練、危険箇所の点
検、避難場所確認、独
居・要援護者訪問、自
主防災組織の説明等

情報伝達訓練、避難
訓練（公民会グランド
ゴルフ場）

情報伝達訓練、消防
水利確認、独居訪問

心肺蘇生法の研修（消
防署指導）

情報伝達訓練、個別
受信機点検（紫）

危険箇所点検、要援
護者把握、避難訓練
（別）

放水訓練

旧大口市 旧菱刈町 湧水町 えびの市

年月日 平成20年7月16日 平成20年7月20日 平成20年9月7日 平成20年9月 平成20年7月6日 平成20年7月20日 平成20年2月17日

活動時間 － － － － 8：00～12：00 6：00～7：00 9：00～12：00

開催場所 － － － － 各コミュニティ協議会 各自主防災組織 防災訓練会場

地区名 山崎町

上仲町
ホープタウン

湯之元
上場
大野
柳野

弓之尾 布田 １１コミュニティ協議会 92地区 全地区

参加人数 ３８名

不明（上仲町）
３０名（ホープ）

２５名（湯）
不明（上場）
２５名（大野）
１４名（柳野）

不明 ４０名 ２５０２名 約３００名 50名

活動概要
情報伝達訓練、避難
訓練

放水訓練、避難場所確認
（上仲町）

消火訓練（消防署指導）
（ホープ）

災害発生時対応協議（湯）

消火訓練（上場）

情報伝達訓練、危険箇所・
避難場所確認（大野）

危険箇所把握・点検（柳
野）

集落研修で県防災研
修センターへ行く

要援護者把握

避難誘導訓練
炊き出し訓練
災害時要援護者の安
否確認等

災害時要援護者への
避難体制の確認
避難訓練

町総合防災訓練に合
わせ，避難誘導訓練・
初期消火訓練の実
施。

薩摩川内市 さつま町

さつま町
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アクションプログラム成果

　　　『⑮　水防資機材の備蓄・効率的活用』

＜３０＞水防資機材の十分な備蓄 ＜３１＞水防資機材の広域的利用体制の確立

１）栗野防災ステーションの利用体制確立

２）県と市町との災害時相互応援協定

３）九州地整内応援体制

　市町の主な水防資機材の備蓄量の推移および目標を示す。ほとんどの市町では現況の水防資機
材量を維持する方針であるが、湧水町では総合防災訓練を機会に備蓄増強を図っている。
　今後は、現在の水防資機材量を維持確保すると共に、これらの水防資機材が不足する場合の近隣
市町・県・国土交通省との連携による広域的な利用体制の確立を図ることが効率的で効果的な水防
資機材の利用方法と考えられる。

注）上記グラフは各年の備蓄量をH21年度備蓄目標量で割ったものである。また、各自治体とも上
記の水防資機材だけでなく、更に多くの様々な水防資機材を備蓄している。

薩摩川内市 さつま町 旧大口市 旧菱刈町 湧水町 えびの市

木杭 3,040 650 450 818 100 500

土のう袋 74,750 4,800 3,500 6,280 7,250 3000

防水シート 68 126 26 21 50 50

スコップ 442 297 182 81 30 43

掛矢 171 28 12 7 40 35

救命胴衣 475 330 94 50 259 62

注）備蓄目標は平成21年度のもの
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